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ＲＩ会長  ジェニファー・ジョーンズ

第 2500 地区ガバナー
久木 佐知子（旭川西 RC）

ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 「ガバナー公式訪問例会」（担当：理事会）

「ガバナー補佐及びクラブ会長・幹事表敬訪問例会」（担当：理事会）

■ロータリーソング：君が代・奉仕の理想　　　■ソングリーダー：吉田　秀俊君
■会員数　  104 名
■ゲスト  　 宮田　昌利様（札幌ロータリークラブ）・吉田　大様
■ビジター　国際ロータリー第 2500 地区　美馬　俊哉第 7分区ガバナー補佐　
　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　大坪　洋一ガバナー補佐幹事
　　　　　　釧路北ローターアクトクラブ　中島谷友一朗会長　・　〃　多田　洋平幹事
　　　　　　白糠ロータークラブ　　　　　山田　圭祐会長　・　　〃　森　　武人幹事
　　　　　　釧路西ロータリークラブ　　　大場　恵治会長　・　　〃　菊地　康平幹事
　　　　　　釧路東ロータリークラブ　　　益子　良弘会長　・　　〃　奈良　　亨幹事
　　　　　　音別ロータリークラブ　　　　萩原　秀一会長　・　　〃　川口　恭弘幹事
　　　　　　釧路南ロータリークラブ　　　菊地　祐司会長　・　　〃　佐藤　　潤幹事
　　　　　　釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　・　　〃　千葉　　潔幹事
　　　　　　釧路北ローターアクトクラブ　加納　萌子会長
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　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。

ハンマー伝達式
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■ 本日のプログラム ■
ガバナー補佐及びクラブ会長・幹事表敬訪問例会

　　　　　　　　　　
　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。

会長の時間
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　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。
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　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。
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　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。
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　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。



 

　　　　　　　　　　
　　開会に先立ちま
して『ハンマー伝達
式』を執り行います。
滝越会長、杉村直前
会長、浅川副ＳＡＡ、
ご登壇ください。ハ
ンマーの伝達は、杉

村直前会長より浅川副ＳＡＡへ、浅川副ＳＡＡより滝
越会長へお渡しいただきます。それでは、事務局の大
山さん、杉村直前会長にハンマーをお渡しください。
それでは、ハンマーの伝達をお願いいたします。
ただいま、滝越会長がしっかりとハンマーを受け取ら
れました。（拍手）皆さん、どうぞ温かい激励の拍手
を今一度お願いいたします。（拍手）
それでは、滝越会長より簡単に一言、お願いいたしま

す。

ご挨拶　滝越　康雄会長
　こんにちは。皆さ
ん、ご出席いただき
ましてありがとうご
ざいました。ただい
ま、杉村直前会長よ
り浅川副ＳＡＡ経由
でハンマーを確かに

お預かりいたしました。
今まで歴代 85年の中身の、思いやりのこもったこの
ハンマーに私の 86年目の１年間の成果を込めて、後
藤会長エレクトに無事に渡したいと思いますので皆さ
んのご協力をよろしくお願いします。

短いですが、ありがとうございました。

乾杯のご挨拶　小船井修一パストガバナー
　それでは、ご指名
ですので乾杯の音頭
を取らせていただき
ます。
その前に、清水幸彦
パストガバナーが久
しぶりに元気なお顔
を見せていただきましてありがとうございます。ご子
息の司会、進行、そういう意味で本当に記念すべき例
会であると思いました。
美馬ガバナー補佐ならびに第７分区の会長・幹事の皆
さま、本当に１年間大変だと思いますが、久木佐知子
年度、この 2500 地区にとっては最初の女性ガバナー
です。世界の会長がジェニファー・ジョーンズさんも
最初の女性の会長であります。そういう記念すべき年
の１年間、皆さまがＲＩ会長、それからガバナーのた
めにお働きいただくことをお願い申し上げまして、無
事に１年間を過ごされることご祈念申し上げまして乾
杯させていただきます。

　　　　　　　　　　滝越　康雄会長
皆さん、お食事しな
がらお聞きくださ
い。今日はステージ
に登壇される方の人
数が多いものですか
ら少し時間を早めに
会長挨拶させていた

だきます。
新年度の第１例会は第７分区の会長・幹事の表敬訪問
でございます。釧路ロータリークラブ代表して本日ご
来訪の美馬ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事の皆さ
まを心から歓迎申し上げます。
この表敬訪問は最近気づいたのですが、第７分区独自
の慣例でして、他の地区ではなされていないというこ
とで、良き伝統になっております。先週の７月１日の
白糠クラブの表敬訪問から始まり、本日で７クラブ目
です。スポーツのフルマラソンで例えていうならば、
全体 42.195 ㎞の割り算をしましたら 32キロ地点で、
もう一息でございます。
釧路クラブは、第７分区の親の家で、正直言って皆さ
まの実家でございましてここから派生しております。
ただ、今日は原稿に用意していなかった札幌ロータ
リークラブから宮田昌利君にご登場いただきましたの
で、向こうが北海道１番の本家でございます。本家か
ら私ども親、そして今日は４代目までおります。家系
の話までして恐縮でありますが、きちっとロータリー

クラブの遺伝子がダーッと並んでおります。今日は実
家に帰っていますので夏休みの里帰りです。十分にく
つろいで時間をお過ごしください。
後ほど、皆さまからご挨拶を頂戴したいと思います。
本日は時間の関係上、私の思いは長くなりますので後
日の例会でお伝えしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

国際ロータリー第 2500 地区第 7分区
　　　　　　　　　美馬　俊哉　ガバナー補佐

　今年度、第７分区
ガバナー補佐を務め
ます白糠ロータリー
クラブの美馬と申し
ます。１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。

コロナ禍でもこうやって表敬訪問ができたこと、とて
も嬉しく思っております。これも各クラブが寛容の精
神で受け入れをしていただいたことに心より感謝申し
上げます。
さて、本来ならＲＩ会長ならびに 2500 地区ガバナー
方針をお話すべきですが、第 7分区は次週がガバナー
公式訪問となっていますので、ガバナーより直接聞い
た方がよいかと思っております。
私からお話をしようと思ったこともありましたが、先
ほど乾杯のご挨拶で小船井パストガバナーがお話して
くださいました。
先ほど、お話してくださったことは私が第 1回ガバ
ナー補佐会議の時に、地区の研修リーダーの小船井パ
ストガバナーから教えていただいた言葉でございま
す。私が初めて会長を務めたのが 2000-2001 年、そ
の時の分区代理が小船井パストガバナーでありまし
た。まさかこの壇上で私がガバナー補佐としてお話す
ることを小船井パストガバナーも多分思っていなかっ
たのではないかと。ただ、ここまで成長したことを誉
めていただけたらと思っています。
余談はさておき、ロータリーも絶えず変化し続けてい
ます。Zoomなどのオンライン会合もそのひとつだと
思います。ただ、私が所属している薬業界の会議で「会
は、会うなり」という言葉があります。会とは会うこ
とです。実際に会ってやり取り、相手の思いや熱量・
言葉が一緒に伝わってくるので心が動きます。
先日、第７分区会長・幹事会、第２回目を開催させて
いただきました。そのときに各会長・幹事さんより前
向きな刺激をたくさんいただきました。そのおかげで
私もやる気が出てまいりました。
今年度の会長・幹事会はコロナ感染に気をつけながら

もリアルに開催したいと思っております。ロータリー
の 100 年の歴史の中で先人先達が築き上げてくれた、
また変えてはいけない不易を大切に私は 1年間務め
てまいりたいと思います。
どうか１年間よろしくお願いし、簡単ではございます
がご挨拶に代えさせていただきます。ありがとうござ
います。

釧路北ロータリークラブ　　中島谷友一朗会長　
　皆さま、こんにち
は。今年度、釧路北
ロータリークラブの
第 65代の会長を務
めます中島谷でござ
います。一緒に同行
してくれているのは

幹事の多田洋平君であります。１年間お世話になりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
はじめに、昨年度はコロナ禍の中ではありましたが杉
村直前会長、市橋直前幹事、運営の方で大変お疲れさ
までございました。直前会長という呼称がありますが、
やっと「荘平さん」、やっと「多佳丞」と言う時が来
たのだなと嬉しく思っているところでもあります。
今年度は縁がありまして滝越会長とともに運営をして
いくということで、親クラブ・子クラブとして、お父
さん・子どもとして一緒に活動して行きたいと思って
います。滝越会長、よろしくお願いいたします。
私は釧路北ロータリークラブの会長として今日ここで
お話しております。25年前にこの釧路に戻って来て、
ここにいらっしゃる大勢の皆さんにお世話になり、今
があると思っています。失礼、失態、いろんなことが
ありました。私を見捨てずに温かい目で今日まで見
守ってくれた釧路ロータリークラブの先輩の皆さま、
そして僕を見捨てずについて来てくれた後輩の皆さ
ん、本当にありがとうございます。
さて、私の今年度のテーマは『品格と友情。ロータリ
アンとしての価値の創造』でございます。人としてロー
タリーバッチを付ける権利はあるのか。ロータリアン
として何を学ぶべきか。おかげさまで昨年度は純増
10名の会員増強を果たし、衛星クラブのチャーター
メンバー入れると 110 名の大所帯になりました。い
わゆる新入会員というくくりで言えば 40数名が新入
会員となります。そういったところも兼ねて、ロータ
リーとは、人とは、という教育をしっかりしていきた
いという思いを込めて『品格と友情』をテーマとさせ
ていただきました。
「また、品格か」「また、人とはなのか」と思っている
僕の可愛い後輩たちもいると思います。しっかりロー
タリアンとしてロータリーバッチを付ける権利が得ら
れるように、私も一緒に勉強する・学ぶ場を作ってい

きたいと思っています。よろしくお願い申しあげます。
昨日の北クラブの例会の折に滝越会長から 110 名の
人数の話が出ました。「人数を背丈に例えるならば、
親の背丈を超えていった」というお話をいただきまし
た。私はロータリー活動 13年目になります。人数が
どうあれ、親クラブというのは親であります。その写
真も見させていただきました。身長が2mになろうと、
子どもが年収 100 億円の企業を作ろうと、子どもは
子どもです。やはり、親の背中を見て、親からいろん
なことを教わって育っていくのが子どもでございま
す。最近、親に反抗して、歯向かって生意気なことを
言ううちのクラブの子どもがいっぱいおりますが、そ
こは親としての温かい目で見守って、ご指導いただけ
ればと思っております。
結びの前に、もう１点ご報告があります。本年度、白
糠ロータリークラブ様より美馬俊哉ガバナー補佐を輩
出しております。次は釧路北ロータリークラブの順番
ということで、６月に内規による選考委員会を開き、
臨時の総会を経た後に、当クラブの佐渡パスト会長、
佐渡正幸会員が承認されました。
おそらく私の年度の下期あたりからどんどん準備に入
るのかなと思っています。親クラブであります釧路
ロータリークラブ様には清水幸彦パストガバナー様、
小船井修一パストガバナー様、そして吉田潤司パスト
ガバナー様の３名のパストガバナーがいらっしゃいま
す。パストガバナー補佐といえば久島ガバナー補佐、
白幡ガバナー補佐。直近でいえば石田ガバナー補佐、
多くのガバナー補佐を経験された諸先輩がいらっしゃ
います。どうか私の中島年度と同様に佐渡ガバナー補
佐エレクトの年度に対しましても、ご支援・ご教授い
ただければ幸いです。
結びになりますが、滝越会長年度が素晴らしい成果を
得て、私が一番かわいがって・かわいがっていた後藤
エレクトに素晴らしいバトンが渡るような１年になり
ますことと、釧路ロータリークラブの皆さまのますま
すのご健勝を心よりご祈念させていただきまして、表
敬のご挨拶とさせていただきます。
１年間お世話になります。よろしくお願いいたします。

白糠ロータリークラブ　　山田　圭祐会長
　皆さま、こんにち
は。本年度、白糠ロー
タリークラブの会長
を務めさせていただ
きます山田でござい
ます。隣にいますの
が幹事の森でござい

ます。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブの皆さまには日頃より白糠クラ
ブに対し特段のご厚情を賜り心から感謝申し上げま

す。
この２年間のコロナウィルスの感染防止対策によっ
て、ロータリーの活動が制限される中、釧路クラブさ
んは釧路ロータリー嵯峨記念育英会の継続実施、全道
中学親善硬式野球大会のホストクラブをされるなど、
地域に根付いた活動で活躍されております。以前には
ブータンへの浄水器支援、タイへの結核感染防止医療
支援など、国際的な奉仕活動もされてさすが親クラブ
だなと。今は、毎週の例会は開いておりますが、活動
停止中とも言える子クラブ白糠は、親の背中を見て自
分の背筋を正さなければならないと思っているところ
です。
今年度、白糠クラブから美馬ガバナー補佐が輩出され
ております。いろいろな分区事業には白糠の会員 11
名が全員で関わり、行動しなければなりません。また、
分区代理の時代から 32年振りのガバナー補佐輩出で
すので、現在の白糠クラブの会員はほぼ分区事業の運
営は初めてということになります。精いっぱい努力し
ますけれど、至らない点が多々あると思います。その
際には皆さまのご指導・ご鞭撻を賜りますようにお願
い申し上げます。またお手伝いをお願いする場面があ
るかもしれません。その際にはご協力のほど何卒お願
い申し上げます。
コロナウィルスの感染状況はだんだん落ち着いてきて
はいますけれど、クラブの対外的な活動は感染防止を
考えるともう少し制限していかなければならないかと
思います。そのためクラブ事業での会員勧誘も難しい
状況ですけれど、白糠クラブはあの手この手を考えな
がら会員増強・退会防止をメインに置き、クラブの継
続事業を実行し、新規の奉仕活動を産み出し、久木ガ
バナー、美馬ガバナー補補佐の下、地区事業・分区事
業への協力・実行をしていくことが私どもの役割だと
思っています。
皆さまにお願いがあります。金曜日のお昼ごろ白糠に
来ることがあれば、ぜひ白糠にメイクアップをしてい
ただきたいと思っております。少人数で細々と例会を
やっておりますので、何か話題をいただいて雰囲気が
変わればと思います。そして、交流・親睦・情報交換
の場として使っていただければと思いますので皆さん
をお待ちしております。
最後になりますけれど、釧路ロータリークラブ様の今
後のご発展、会員皆さまのご多幸をご祈念申し上げ、
楚辞ではございますが表敬訪問の挨拶とさせていただ
きます。
本日はどうもありがとうございました。

釧路西ロータリークラブ　　大場　恵治会長　
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介をいただきま
した今年度釧路西ロータリークラブの会長を務めます
大場です。隣におりますのが幹事の菊地康平君です。

今年度１年間、どう
ぞよろしくお願いい
たします。
日頃より釧路ロータ
リークラブ様には当
西クラブに対しまし
て特段のご厚情を賜

り心から感謝を申し上げます。本当にありがとうござ
います。釧路の親クラブであり、歴史と格式のあるこ
の釧路ロータリークラブの第１例会の会員の皆さまを
前にして、少し緊張しております。でも先ほどから、
いろいろお世話になっている皆さんにお声をかけてい
ただいて、「頑張りなさい」「１年間です」そんなお言
葉いただいて、本当に少し心が和んでいるところでご
ざいます。
今週月曜日には当西クラブの第１例会がございまし
て、滝越会長・中島幹事様に表敬をいただきご挨拶を
頂戴いたしました。本当にありがとうございました。
私は 2008 年に会長として釧路クラブの第 1例会の
出席させていただきましたが、その時は川合会長、武
藤幹事さんでその節にはお世話になりました。この場
をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。ありが
とうございました。
さて、私ども西ロータリークラブですが、今年度は
27名のスタートとなりました。若い会員が増えてい
まして、30代から 50代の会員が 16名になりました。
会員の 60%ぐらいになるのかなと思います。会長職
もここ数年で世代交代が進み、楽しく例会に参加して
おりましたが、今年度は私が受けたことで年令が少し
上がりました。退くような世代交代になりましたが、
会長方針として「創造しよう、未来のクラブ活動を」
をテーマにいたしました。
久木ガバナーの地区スローガンにありますが「ロータ
リーの一番大切な財産は会員です」と仰っています。
クラブの発展・充実のために会員増強と維持に努めた
いと思っております。また、メインの活動として、第
40回になる「釧路西ロータリークラブ会長杯の小学
生バレーボール大会」を記念大会として実施してみた
いなと。また、歴代の会長さんでお亡くなりになられ
た方も増えましたので、物故会員の追悼法要例会も実
施したいなと思っております。楽しく価値のあるクラ
ブになるように努めたいなと思っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様の今後ます
ますのご活躍と釧路ロータリークラブ会員の皆さまの
ご健勝をご祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶とさせ
ていただきます。１年間、どうぞよろしくお願いいた
します。

釧路東ロータリークラブ　　益子　良弘会長
　皆さま、こんにちは。ただいま、ご紹介いただきま

した今年度の釧路東
ロータリークラブの
会長を務めさせてい
ただきます益子と申
します。隣におりま
すのが幹事を務めて
いただく奈良亨君で

す。どうぞ１年間、よろしくお願いいたします。　
釧路ロータリークラブにおかれましては日頃より当ク
ラブに対しまして、特段のご厚情を賜り心から感謝と
お礼を申し上げます。また、昨年度、当東クラブは創
立 50周年を迎えましたが、本年 4月に記念例会を開
催した際には釧路ロータリークラブ様には過分なお祝
いを頂戴いたしまして誠にありがとうございました。
重ねてお礼申し上げます。
私は 5年前に幹事として、当クラブの長谷川会長と
ともに釧路ロータリークラブ様を表敬訪問させていた
だいております。当時の邵会長、後藤幹事様には大変
お世話になり、重ねて感謝とお礼を申し上げます。ま
た２年前にも幹事として、当クラブの板倉会長ともに
当時、釧路ロータリークラブ様から輩出されておりま
した石田ガバナー補佐、工藤補佐幹事、樋口補佐幹事、
青木補佐幹事様、また当時の舟木会長と荒井幹事様に
大変お世話になりましたこと、改めてお礼申し上げま
す。ありがとうございました。
さて、今年度のＲＩテーマは「イマジン ロータリー」、
そして 2500 地区の活動方針は「大きな夢を紡ぐため
にロータリーのつながりを生かし、大きな夢を共に抱
き次代へと紡いでいく一年」とうたわれています。こ
うした指針に応えるため、当クラブは昨年度と同じ
33名からスタートする訳ですが、クラブ設立 50年
に亘って先輩たちが培ってこられた様々なクラブ活動
につきまして、今後はどうあるべきかを創造して、５
年、10年後も個性的で魅力あるクラブづくりを描い
ていきたいと思っております。
そして、釧路東ロータリークラブは今年もポリオ基金
の積極的な協力や、地域奉仕活動を継続するとともに、
クラブの活動をとおして会員同士の親睦を一層深め、
活力のあるクラブ運営をしていきたいと思っておりま
す。
美馬ガバナー補佐の方針に基づきまして、片山補佐幹
事・大坪補佐幹事・本城補佐幹事様とともに美馬ガバ
ナー補佐を盛り立てていく所存でございます。どうぞ
よろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご発展、滝越会長・中島幹事様のご活躍と会員皆
さまのご健勝をご祈念申し上げて私からの表敬訪問の
ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

音別ロータリークラブ　　萩原　秀一会長　
　皆さん、こんにち
は。ただいまご紹介
いただきました今年
度音別ロータリーク
ラブ第 44代会長を
務めます荻原でござ
います。隣に控えて
おりますのは幹事を務めていただきます川口恭弘君で
す。１年間、どうぞよろしくお願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては日頃より当
クラブに対しまして、格別のご高配を賜りまして誠に
ありがとうございます。
私、釧路クラブさんにお邪魔させていただくのは
2017 年度、2018 年度の時以来であり、その時、私
は幹事を務めておりました。2017 年の時は邵会長・
後藤幹事の年度でありまして、翌年 18年度は会長が
脇会長・浅川幹事の年度でした。本当にその節には皆
さまにお世話になりまして誠にありがとうございまし
た。この場をお借りしまして心より感謝とお礼申し上
げます。本当にありがとうございました。
今年度、音別ロータリークラブは５年振りに 2名の
新入会員を迎えることができましたけれど、残念なが
ら退会者も 2名出してしまいまして、合計 15名から
のスタートとなっております。
会長方針は「ともにロータリーを楽しみましょう」と
させていただきました。とてもシンプルなテーマでは
ありますが、当クラブの重点目標のひとつであります
会員の増強・維持を推進するためにも、まずは会員同
士、若手会員も先輩会員も仲良く交流を深めて、親睦
を深めてロータリーを楽しむことも大切だろうと思っ
ています。また、コロナ禍で大変難しい部分もありま
すが、各活動を通じて会員同士の結束力を高めていき
ながら、これまで先輩の皆さまが築いてこられた歴史
と伝統を継承しつつも、楽しいクラブ運営と奉仕活動
を推進してまいりたいと思っております。皆さま、ど
うぞよろしくお願いいたします。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様のますま
すのご繁栄と滝越会長はじめ会員皆さまのご活躍、ご
健勝をご祈念申し上げまして簡単ですが私の表敬訪問
の挨拶とさせていただきます。１年間、どうぞよろし
くお願いいたします。

釧路南ロータリークラブ　　菊地　祐司会長
　皆さま、こんにち
は。本年度釧路南
ロータリークラブ第
41代会長を拝命し
ました菊地祐司と申
します。隣にいます

のが幹事の佐藤潤君です。どうぞ１年間、よろしくお
願いいたします。
釧路ロータリークラブ様におかれましては当クラブの
スポンサークラブでもあり、日頃より当クラブに対し
まして特段のご厚情を賜り、心から感謝とお礼を申し
上げます。
私が 2年前の幹事だった時の 2020-2021 年度は釧路
クラブ様から石田ガバナー補佐を輩出されました。ま
た、舟木会長・荒井幹事様にも表敬訪問でお邪魔した
際には、大変お世話になりました。ありがとうござい
ました。
さて、本年度の南クラブのテーマは「希望」とさせて
いただきました。昨年度は残念ながら 2名の退会者
を出してしまい、26名からのスタートとなっており
ます。ここ数年 2名入会すれば 2名退会というのが
続いており、コロナ禍の影響で表敬訪問、またクラブ
の運営活動などいろいろなところで簡略化してまいり
ました。現在、当クラブでは Zoomを併用した例会を
行っております。これは出席率の向上を目的としてお
りましたが、今では当たり前になっております。
人というのは免疫がつき、何にでも順応することがで
きます。人として、ロータリアンとして希望を持つこ
とが大事だと考えております。今年度は例会の見直し
とて、当クラブでは一人一人と友好の握手をしてまい
りましたが、現在コロナ禍により中止をしてまいりま
した。私が会長になった時に一番に考えたのは友好の
握手の再開です。一人一人とクラブメンバーがコミュ
ニケーションを取ることが一番大事だと考えておりま
す。今年度からは全会員と握手ではなく現在はグー
タッチを考えております。そうすることにより、例会
に出席したメンバー全員と絡むことができ、会員の維
持にもつながるのではないかと思っています。また、
クラブのイメージ向上として、ホームページとフェイ
スブックへの投稿を若いメンバーを中心に行っており
ます。
また、昨年度は 40周年記念例会が無事開催され、杉
村パスト会長にもご臨席いただき、温かいお祝いのお
言葉をいただきましたことをこの場をお借りしてお礼
申し上げます。
また、第７分区の活動につきましても、各クラブの会
長・幹事の皆さまと協力し、美馬ガバナー補佐を盛り
上げ支えていけるよう頑張りたいと思います。昨年度
は開催できなかったＩＭも今年度は無事開催できるこ
とを祈っております。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事のご活躍と釧
路ロータリークラブ様のますますのご発展と会員皆さ
まのますますのご健勝をご祈念申し上げまして、表敬
訪問の挨拶とさせていただきます。どうぞ１年間、よ
ろしくお願いいたします。

釧路ベイロータリークラブ　　濱田　聖子会長　
　皆さま、こんにち
は。ベイロータリー
クラブ第 26代目の
会長を仰せつかりま
した濱田聖子と申し
ます。隣におります
のが幹事の千葉潔君

です。どうぞよろしくお願いいたします。
昨年度は、ベイロータリークラブ会員 21名の少数の
中から 2人目のガバナー、漆崎ガバナーが輩出され
ました。地区大会ではコロナ禍にも関わりもせず多く
の登録をいただきまして無事終了しましたこと、この
場をお借りしましてありがとうございました。
釧路ロータリークラブ様は、清水パストガバナー様、
小船井パストガバナー様、吉田パストガバナー様、３
人のパストガバナー様がいらっしゃる会員も多く、歴
史の古いクラブと存じております。また、パストガバ
ナーの小船井様には昨年度終了間際に池田地区幹事、
そしてクラブ幹事に助言をいただき、またご指導賜り
まして、クラブ一同感謝をしております。
私ことではございますが、４月より華道家元池坊釧路
支部の支部長のお仕事をいただきました。地区大会の
舞台花、正面の舞台花は私たち池坊が担当いたしまし
た。幅２メートル、高さ３メートルというとてつもな
い大きな作品を５人で汗だくになって完成いたしまし
たことは一生忘れることはできません。ベイロータ
リークラブ会長、そして釧路池坊支部長と二足のわら
じで頑張っております。
今年度のスローガンに「みんなが楽しいロータリー」
と掲げさせていただきました。ＲＩ会長、2500 地区
ガバナー、釧路ベイロータリークラブ会長、と偶然な
のでしょうか。女性がつながりました。今のこの世に
女性らしい優しさ、人間としての思いやり、謙虚さ、
感謝の心を求められている 2022-2023 年度と思われ
てなりません。女性らしい優しい明るいクラブをみん
なと一緒に歩みたいと望んでおります。
最後になりますが、滝越会長・中島幹事様のご活躍と
釧路ロータリークラブ皆さま方のご健康とご多幸をご
祈念申し上げまして表敬訪問の挨拶といたします。
１年間、幹事とともによろしくお願いいたします。

釧路北ローターアクトクラブ　　加納　萌子会長
　皆さま、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました今
年度第 52代会長を
務めます加納萌子と
申します。どうぞよ
ろしくお願いいたし

ます。
はじめに釧路ロータリークラブの皆さまにおかれまし
ては、毎年の助成金をいただきまして会員一同より感
謝申し上げます。そしてここ2年ほど新型コロナウィ
ルスの影響もあり、表敬訪問が中止となっておりまし
たが、今年度のスタートをこのような表敬訪問で歓迎
していただき、皆さまに直接お会いしご挨拶できるこ
と嬉しく思っています。
さて、今年度の私たちのクラブテーマですが、「エボ
リューション」といたしました。昨年度、釧路北ロー
ターアクトクラブは 50周年を迎え節目の年となりま
した。50周年続いたクラブをこれから先10年、50年、
100 年と続けていくためには進化し発展していかな
ければならないと感じております。
ここ数年で新型コロナウィルスの感染予防として
Zoomを活用することが一般化されました。自宅で感
染予防対策をしながら気軽に打ち合わせや例会がで
き、とても便利だと思う反面、実際に会う機会や話す
機会が減ってしまって、会員の心の距離を縮めること
の難しさを実感いたしました。ですが、いろいろ変わっ
ていく世の中、アクトクラブに順応し進化し続けるク
ラブを目指していきたいと思っております。
今期は 9名でのスタートとなりました。昨年度で 2
名が卒業、3名が退会と会員数が大きく減ってしまっ
たのが現状です。また、現会員の中には学生もいるた
め、年齢は若いですけれども学校の卒業と同時に退会
しなければならない会員もいます。度重なるお願いで
はございますが、18歳から 30歳までのお知り合い

の方、従業員の方がいらっしゃいましたら、ぜひ入会
を検討していただければと思います。活動を通じて会
社とは違った目線での成長をお約束いたします。
私は 7年ほど前、20歳の時に釧路ロータリークラブ
の白幡様よりアクトクラブを紹介していただきまし
た。最初はよく分からないままの入会でしたがアクト
クラブの活動を通じ、たくさんのことを経験させてい
ただいて成長できたと思います。今回の表敬訪問でこ
うした姿を見せることができ、とても緊張している半
面、とても嬉しく感じております。
今後は次世代を担うリーダーとなる人材を発掘し、若
い会員の教育をしていくことでクラブの更なる発展と
継続へとつなげていきたいと思っておりますので、釧
路ロータリークラブの皆さまにおかれましても、引き
続き弊クラブをご指導ご鞭撻いただきますようお願い
申し上げます。
最後になりますが、釧路ロータリークラブ様、会員皆
さまのますますのご発展とご健勝をご祈願いたしまし
て表敬の挨拶とさせていただきます。
どうぞ１年間、よろしくお願いします。

会長謝辞　滝越　康雄会長
　一言、お礼を申し上げます。美馬ガバナー補佐、そ
して各クラブ会長・幹事様、そして最後ローターアク
トクラブ様。本当にありがとうございました。
心のこもったご挨拶ないし、励ましのお言葉をいただ
き、自分自身が体を張って頑張っていきたいと思って
おります。


